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談研修会教育相第38回
平成24年8月16日（木）～18日（土）

会場　新潟会館

1　ねらい
いじめ、不登校の解決に当たって、信頼に基づいた児童生徒と教師の人

間関係の確立　と教師による深い児童生徒理解の力量が求められている。
今求められている児童生徒と教師の信頼関係づくりや心の交流の在り方、

心理臨床的カウンセリングについて、実習を通して身につけることをねら
いとする。

2　内　容
児童生徒と教師との心の在り方を実習する。
傾聴訓練、ロールプレイ、構成的グループエンカウンターの実習を通して、
「受容」とは何か、「共感」とは何かを探り、教育の場にどのように生か

せばよいか考える。

3　日程の概要
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本年度の指導陣

山田　 友明 新潟市立南万代小学校長

佐藤　 修一 村上市立村上第一中学校長

堀江　 康之 長岡市立下川西小学校長

金子　　 智 胎内市立鼓岡小学校長

斎藤　　 毅 燕市立小地中学校長

小川　 靖二 新潟市立岩室小学校長

佐藤　 隆夫 新潟市潟東西小学校教頭

村山　 敬介 村上市立平林中学校教頭

古田島真樹 ー圧l町市立中条小学校教頭

鈴木　 正彦 県立教育センター指導主事

森田　 隆行 県立小出特別支援学校教頭

中川　 日里 新潟市教育委員会指導主事

門野　 慎一 新潟市立万代長嶺小学校教諭

栗林　 俊哉 魚沼市立小出小学校教諭

嶋見真理子 附属特別支援学校教諭

山口真希子 長岡市立上小国小学校教諭

井筒　 正之 新潟市立立仏小学校教諭

近藤美弥子 新潟市立岡方第一小学校教諭

中島　　 崇 新発田市立五十公野小学校教諭

佐久間由希 五泉市立村松小学校教諭

林　　 浩一 柏崎市立日吉小学校教諭

庄司　 宗由 新潟市立坂井束小学校教諭

金平弘之郎 聖籠町立蓮野小学校教諭
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。
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介
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＋
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ど
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三
日
間
、
ご
指
導
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た
新
潟
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育
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の
皆
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、
指
導
者
の
先
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方
、
受
講
者
の

皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


